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Educational problem of "Introduction of Teaching Profession" 
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公立高校が 48.3％（14 名）、公立中学校が 34.5％


























ラー（SC）が 21 校、外国語指導助手が 19 校、学
校司書が 17 校、部活動指導員が 8 校、補習等サポー
トスタッフ（補習等 SS）が 2 校、スクールソーシャ
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ルワーカー（SW）が 1 校、その他（特別支援教育
支援員）が 1 校、いないが 1 校、よくわからない
が 3 校だった。 
 




















フについて、全体の調査結果を図 4 に示す。SC が
24 校、部活動指導員が 22 校、外国語指導助手が
14 校、補習等 SS が 13 校、学校司書が 12 校、SW
が 10 校、ICT 支援員が 7 校、その他（特別支援教
育支援員）が 1 校、よくわからないが 2 校、必要
ないが 0 校だった。 
 




査結果を図 5 に示す。 
 






















































れていないが、SW や補習等 SS が必要と感じた公
立高校や私立中学/高校の実習生が多い。「チーム学
校」という言葉の認知度については、知っていると
回答したのは、全体で 5 割程度、公立高校では 3
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